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に原文もしめしておく Dialektik der Begnffe Produkt印前ψ(P.yoduktions 
帥耐el)附包dP.yodukti畑叫erhaltn民自制 D叩lektik，deren Grenzen zu bestim 







1) KarZ Mar:t'. Friedrich E仰gelsWerke， Bd. 13 (1961)， S.640， rマルグスー ェγゲノレス全集』
第13巻(1964)，636-ベジ。なおこの「序説JI玄 関知のように G州制d1'i必 ，d即死ritikder 
politischen Oko附叩e(Roke勿飽uげ)， 1857-1858， BeJlin， 1953の29ベージ(高木孝二郎監訳

























その 1つは「対立ないし対立物の同一JEinheit der Gegensatzeとし、う仕方。
たとえば， レーユソが「哲学ノート』のなかで「簡単にし、えば，弁証法は対立
物の同 にかんする学説と定義するととができる」と書いているが如くであ
2) 田中吉六「生産力 生産関係の理論的解明一円環内での理論的定位づけーJcr思想JNo， 320 
1951年2月号， pp. 118-133および No.321. 3月号， pp. 215田232);同氏「史的唯物論のエレ
メソトと二種類の生産J C同上罰ιNo，431). 1960年 4月号〕。
生産力と生産関係との論理的な関係 (325) 3 
る')。第2に，弁証法の論理的構造をかたるときに I正・反・合」とか「肯
定・否定・否定の否定JThese • Antithese・Syntheseとか「肯定・否定・否
定の否定JPosition・Negation.Negation der Negationとかの 3項目を語





















町岩波文庫版z レー ユン『哲学ノー ト』第1骨冊 221ペー ジo 1ν ヱーン全集』第38巻， 191ベ
←シ。
4) 北川宗蔵『経済学方法論~ (1954)。
5) νー ニソも「三項性は弁在法の外的 表面的な側面である」とかいている。 (1哲学ノー ト』第
1分冊岩桂文庫版， し 232ベージ。 1レー ニン全集」同上， 198ベージ。
• 
4 (326) 第102巻第5号



























































6 (328) 第 102巻第5号
ば「対立連関」とか「対立関係」とかの概念でもって理解してみょうかという
意図壱いだかせられもする そのばあい，現実は「対立の理論jでもって処






























立ー諸形態と諸機能JV肝 dia印刷ischeWidersp叩 ch-，Fot刑師側dH州 ktionen









(u) Hcgd 叩 ddey Marxism;r，n叫.'"開 Widt'!'$t叩 ch，1960 
f防 Beitrttgezuy Geschichte des vOrmarxistischen Ma山 rialis附 5，hrsg. von G. Stiehler， 
1961 との書物は， 17-8世紀のドイツの唯物論や宗教批判の代表者たちに閲する研究を収
掃したものでJ 著者はジュテイ ラーをはじめ5名の人。'/=テイ ラーはこの書でj 序言
じマグデブノレグの無神論者 GabnelWagner， Ftledrich Wilhelm S十mo('，h;Tl日加工
Ludwig Lau および Augustvon EinsiedelとL、う 5人の思想家について研究している。
(c) D;e Dialehtik 岬 E培~els "Pha町州刑logiedes Geisf向 1964 
(心 Derdialekt~sche Widerstruc丸 Forme1'l 附 dH吋 ionel1υ1966
わたくしがさきにしめした論文の註で弁証法的対立について私見をかきつけたのは 1963年の晩











































「差別JUnterschied， i対抗JAntagonismus， I分裂JEntzweiung i対極
化JPolarization， i抗争JWiderstait， i不一致JNichtubereinstimmung， 
10) G. Stiehler， Der dialek必scheWiderspruch， S.25 この引用士のなかにある「対立関係」の
首味についてはあとをみよn
























川 heit，r不可分性JUntrennbarkeit， r自己同一JSichselbstgleichh~it> r自
同性JIdent比坑などの表現があり， レー =γは「統一」ニりも「不可分性」
11) 岩波文庫版， νー ニゾ「哲学そー ト』第1分冊， 14ページ， 44ペー ジ，邦訳， wレー ユゾ全集』
第38巻.78-9ベ?ジ。
10 (332) 第 102巻第5号
の方がよい表現だとい;っているのは， 前にのベたとおりである。 そのほか，
「相互依生JSich-Bedingenなどの語も，両つの契機の連闘をよく表現しえて















































































12) たとえば拙著『社会恩恒史j (主主草書房版『経済学金集』第2巻. 1967)の第四章をみよ。こ
の章は平井俊'"教授の執筆したものである。
























































生産力と生産関係との論理的な関係 (337) 15 
「相対的価値形態と等価形態とは，同じ価値表現の互いに他の部分色なり合い，交
互に他を生む条件となり，不可分的であるような三つの契機 zueinander gehorige， 
sich wechselseitig bedingende， unzertrennliche Mornenteであって， 同時にま
た，その表現の互いに排斥しあう，あるいは対立させられている端，すなわち両の極



















































16) K. Marx， Loh旬arbeit叩 aKapital， (Werke， Bd. 6， S.110，邦訳，全集版，第6巻. 406九
ジー。) 司
17) Ibid.， S， 411，邦訊，問よ，第3分冊， 407ページ。


























18) Ma附 EngelsWel'ke， Bd. 6， S.417，邦訳， r全集~，第6 巻. 413ベージ。
日) lbid.， 55. 418-9，向上， 414ペー ジc
20) G四 ndnsse，5.189， Ii'経済学批判要綱』第2分冊， 200ベー ジ。
1B (340) 第 102巻 第 5号
して， 一言しておこう o 「所有諸関係」といえば， 「経済学批判』の序文の中
で， I生涯諸関係の法律的表現にすぎない所有諸関係」町と書かれているから，
たとえ， 内容的に同じであっても， 所有諸関係を生産関係と同視するのはあや
まり fごと， いうひとがあるかも知れなし、。 この反論にわたくしは答えたい。社
会科学での概念には， 同じ表現でも，特殊科学におし、て用いられると，通用語
と若干ことなった，特殊な意味あいをもつことはよくあることだ， たとえば権



















21) 班arx，ZUY K，叫仇念四邦訳.W全車』第13巻. 6ベージ6











































23) K. Marx.印刷druseder Krit~'k der politu;chen Oeko仰omie，1953， S.635，邦訳，第4分冊，
701、ー ジ。
24) K. Marx， Das K~ゆ臼l， Bd. 1 (Marx-Engels Werke， ~d. .?3，_ _5" 791，邦軍七『金事J第四
巻， 995ペー ジ〕。
20 (342) 第 102巻第5号
Grundlage des Arbeitsprozesses，生産関係が「生産の社会的形態Jdie gese-





すてられて abges廿目白 werdp.n， 上り高い形態に席をゆづる。 ごのような危機の瞬
間が到来したということがわかるのは，一方の分配関係，したがってまたそれに対応
する生産関係の一定の歴史的な姿と，他方の生産諸力，その諸能因の生産能力および

















25) Ibid.， Bd. III(Marx-Engel::; Wt:rk.e. Bd. 26， S.891邦訳. ，全集』第26巻， 1129ベジ。)

























26) G. Plechanow.IDie G阿 ndProblet町 desMarρ snlUS， hrsg. von D. Rj白 anov，Marxistische 
Bibliothek， Bd. 21， 19， S.46-7 このアキストはロジア語版からl{arlSchmucklcがドイツ語
にしたものである。ドイツ語版としては，著者自身が日を通したという M.Nachimsollの手
になるナキメトがあり それは1910にStutlgaI"tの Diehから au(;oriucrtcUcbc回世間ngと
して出版された。 わたくしはこまかし、点まで見くらベていないが， 言葉づかし、には， ある程度
り j 差異がある。 4乙では Rjazanov版uら訳しておいた。



























27) Ibid.， S. 61 

























29) ~河上肇碧乍集」第2 巷所収による。~第二昔乏物語』は唯物史観については，レ ニンの
担述の「解説」を目ざ?とかかれてし1るが，これは向上の真正直な性費をあらわしていると同時
にz かれの学風である a 祖述主義的傾向をもしめしているe 科学の研究と祖述主義的傾向との結
びつきが!科学の莞展にとって望ましいかどうかは疑問である。この点についてはa わたくしは
大熊信折教授の見解に同感しうるところをもってし唱。
30) 上括書， 208-211べー ジ。























る。また， ソビエトの哲学者， ミーチγやラリツェヴィチの見解， ドゥー コノレ
やアベズガウコえやコフマンのような経済学の研究者の研究を参考にして，思索
をおとなった。そして生産力と生産関係とにワいては，内容と形式の両範時で
31) 同よ， 211ベー ジ。
32) 向上， 212-3ベー ジ。






















































35) 問. 1. 139-40ベジ。
36) 田中音六「生産力生産関係の理論的解明J (r思想J Nos， 320， 321， 1951年2月および 3
月史的唯物論のェνメントと二種類の生産J cr思想JNo. 430， 1960年4月〉。




































































































































































〔附記〕 小論のなかでのベた G. Stlehler が Die Marxsche Analyse der 
Widerspruche d出 Kapitalisl11usim ，1臼 pital"und der staatsIIlOllopolis-
tisr:he Kapitalismus e ~、う論文をかいているととを，校正の段階で生日司 fこ。
(Deutsche Z.出 tschrift!ur Phuosophie， 1967， Nr. 8.) 
